
イギリスのオートメーション業界団体GAMBICA訪問

　産業システム事業委員会傘下の制御・エネルギー管理専門委員会WG3では「産業オートメーションのサービスビジネスに関す

る調査・検討」を行ってきました。近年、日本各地にある電力・鉄鋼・石油化学などの大規模プラントにおいて、設備老朽化と少

子高齢化による人材不足・技術伝承不足による問題が深刻化し、多くのサービス業務の外注化が進んでいます。しかし、長年の経

験と知識を要する複雑な専門作業を外部委託した場合の委託側と受託側の相互理解が不十分な場合や派遣技術者の技能アン

マッチなど、様々な課題が発生しています。そこで、複雑で多岐にわたるサービス業務を体系化し、標準化することでこれらの問

題を解決できないかと考え、以下のような活動を進めてきました。　

　①同様の課題に取り組んでいる欧州のオートメーション業界団体（ZVEI（独）、GAMBICA（英）、Gimelec（仏））による

オートメーション・サービスクラス策定の取り組みを調査　②日本のユーザーやベンダーに対するアンケート調査の実施と分析　

③日本版サービスクラスの策定と文書化　④サービス学会やCEATECにて活動成果を広報、発表

　欧州オートメーション業界団体の定義したAutomation 

Service Classesを調査し、そこで定義された7種類のサー

ビスクラス（業務分類）の体系を日本で実際に行われ

ている業務を想定し、再定義、文書化することを目指し

ました。また、Gimelec（仏）のメンバーとの電話会議や

GAMBICA（英）の事務所を訪問し、その運用についての

ヒアリングを実施しました。

　さらに日本の現状を分析するため、調査を実施した結果、

以下のような課題が指摘されました。

① 発注するサービスベンダーの能力評価が困難

② ベンダー選定後の発注範囲（業務スコープ）や発注内

容の正しい伝達が困難

③ トラブル発生時（動作不良など）に原因の切り分けで困

ることが多い

④ プラントでは多くの機器が10年以上という長い期間にわ

たり稼働するため、生産、販売終了品が多く、それらの

保守の負担が大きい

欧州オートメーション・サービスクラスの調査

日本のユーザーやベンダーに対するアンケート調査の実施

インダストリ・システム部インダストリ・システム部Market 　市場動向
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産業オートメーション・サービスクラス

　これらの調査結果を踏まえ、課題を解決するべく日本版サービスクラスを策定し、ガイドライン文書を作成しました。

　委員会では、産業技術大学院大学研究科長 川田誠一教

授のご指導とご協力を賜り、サービス学会にこれまでの調

査結果と活動成果を発表しました。また、2015年10月には

CEATEC JAPANにて本成果を発表しました。今後はガイド

産業オートメーション・サービスクラスの策定

サービス学会、CEATECなどでの外部発表および今後の展望

http://home.jeita.or.jp/cgi-bin/page/detail.cgi?n=464&ca=1

ライン文書を公開し、広く啓蒙活動を行っていく予定です。

JEITA会員企業皆様のご理解とご協力をお願いします。ま

た、JEITAホームページの専門委員会ページに各種調査結

果の論文などを公開しております。是非ご覧ください。
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